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「三宅島の火山活動は、最近１年半以上大きな変化はなく、現在程度の火山ガス

の放出は当分継続する可能性があると考えられます。」と、火山噴火予知連絡会

の統一見解が出ました。たかだか数十年の人間の生活時間のレベルでは、「三宅

のガスはもう変わらない」と念押しされたように感じました。街中では七夕飾り

が目につきます。季節のイベントを楽しむ心を持ちたいものですね。 
 
■みんなの声 
元気をいただいた書作展 
 台風一過が顔を出しはじめた季節になり

ました。 

 先日、横浜に避難されている片寄和光さ

んの８０歳を記念しての「片寄和光 書作展」が

洗足の干種画廊で３日間に亘って開かれ、出

掛けてきました。 

 とてもすばらしい作品の数々、それより

なにより先生のお元気な様子にビックリ！ 

8人の同級生の方もお祝いに見えて、先生

もとても嬉しそうでした。そんなそばでお

茶を入れて下さっている奥様のお姿を見て

「仲良くやっているんだなー」と心打たれ

ました。 

 そんなお二人を見て「私達もがんばって、

何かしなければ」、そしていつまでもお元気で

書作を書いてほしいと思いました。 

 先生、良いものを観せていただきありが

とうございました。   (江戸川 飯倉 則子) 

 

三宅村立小・中・三宅高合同運動会 
～スポーツ交流会～ のお知らせ 

 

日 時：平成16年7月10日（土） 雨天決行 

    9:00 受付開始    10:20 競技開始 

場 所：秋川校舎昼礼場・サッカー場（雨天／体育館） 

内 容：キックベース・フットサル 

   （ 雨天／ドッチビー・ソフトバレー） 
 

※既に、小・中・高校生のいるご家庭には行事案内をお送りしていますが、ご親戚や

知人の方々の応援をよろしくお願いいたします！ 

（昼食については各自用意して下さい） 

 

■三宅島災害・東京ボランティア支援センター事務局より 
 
 たくさんの皆さんからご協力を戴き、「みやけの風」も１８０号を迎えました。本当にあり

がとうございます。三宅島支援・東京センターでは、引き続き皆さんのお役に立てるよう
な生活情報をお届けしていきたいと思っています。 
 「みやけの風」に対するご意見や「こんな情報がほしい」「こんな情報があるよ」「身

近にあった出来事」等ございましたら、お電話・ＦＡＸ・メール・お手紙等で事務局ま

でお気軽にお寄せ下さい。お待ちしています。 
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■三宅島島民連絡会より 
 

「火山市民ネット」第３回フォーラム ～東京大会～ 
みんなで参加しましょう!! 

 

◆ 日 時：平成16年8月28日(土) 
14時～16時30分 フォーラム 

18時～20時    意見交換（会場別途） 

◆ 会 場：全労済ホール（地図ご参照下さい） 

（JR新宿駅南口 徒歩5分／ 電話：03-3375-8741） 

◆ テーマ 「 三宅島の復興を考える 」 

◆ 趣 旨 帰島を目前にした三宅島の復興について、雲仙や有珠山の被災者と学識者

が三宅島島民と共に課題や対応策を討論する。 

◆ 主 催  火山地域の市民団体相互支援ネットワーク（略称「火山市民ネット」） 

      NPO島原普賢会 ／ NPO 洞爺にぎわいネットワーク ／  

      三宅島島民連絡会 

◆ 参加費 無料（フォーラム） 

◆ 事務局 三宅島島民連絡会（電話：03-3269-1243 ／ 担当：有馬） 

      ㈱ 社会安全研究所（電話：03-3260-9414） 

 

～島民の皆さんの、多くのご参加をお待ちしています～ 

 

 


